
平成３０年度 政務活動費 先進都市調査報告書

会派名 新緑会

議員名 早坂 博 羽立 秀光

調査実施年月日 平成３０年１１月１４日（水）

調査先 自治体名等 沖縄県那覇市

調査項目 防災対策について

調査目的 災害に備えての計画や危機管理体制について調査

報告内容

実施したこと

１ 視察先（市町村）の概要

人口：３１９，４３５人 行政面積：３９．９８k㎡
２ 視察内容

・那覇市地域防災計画について ・防災の管理運営体制について

・市民への周知について

・避難所について ・防災イベントについて ・課題について

感想（まとめ）

本市へ生かせること等

◎ 那覇市地域防災計画について

・那覇市では、市民の生命、身体および財産を災害から保護することを目

的に、那覇市地域防災計画を策定している。

・県の調査や熊本地震などの教訓を踏まえ、

① 避難所開設時に車中泊避難者用スペースを確保

② 大規模災害時の避難所となる公園や公立小中学校へのマンホールトイ

レ整備

③ ペットの保護収容および避難所における収容場所の確保

などの規定を追加した。

◎防災の管理運営体制について

那覇市では「防災危機管理課」が中心となり、各部署と連携を図っており、

① 消防局…災害対応業務における連携を初め、Jアラート、不発弾処理、
国民保護業務を行う。

② 消防団・女性防火クラブ…防災訓練などでの連携や地域での防災啓発

活動を行う。

③ 福祉政策課…災害時要援護者避難支援計画に基づき、福祉避難所の整

備や避難行動要支援者対策を行う。災害見舞金を担当。

④ 観光課…観光危機管理計画の策定。観光危機管理に対する研修を行

い、観光客等の防災対策における連携を図る。

⑤ 教育委員会…学校における防災マニュアルを整備し、教員などの防災

研修や防災教育、防災訓練における連携を図る。

⑥ 那覇市保健所…那覇市健康危機管理や災害医療に関する連携を図る。



◎民間企業や他自治体等との多種多様な災害時応援協定の締結

① レオパレス２１…大規模災害時、居住する住宅を確保できない被災者、

また被災地支援活動に従事する市町村職員の仮住まいとして、レオパレ

スが管理する賃貸物件の提供について協力する協定。

② 森永製菓…備蓄食料となる商品の紹介及び那覇市消防局キャラクター

とコラボした「防災のしおり」を作成、消防出初式において「防災のし

おり」とお菓子の無料配布。

③ タカラトミー…那覇市消防局消防車両とコラボしたミニカー（トミカ）

の制作、販売予定。

◎市民への周知について

① ツイッター「那覇市防災」…那覇市の公式アカウント。避難情報など災

害緊急情報を配信するほか、不発弾安全化処理に関する情報、防災に関す

る情報をお知らせしている。

② 体験型防災訓練…地震体験車や避難体験 VR、けむり避難・消火体験、
ペット防災、自衛隊展示会など、合計約２５項目の体験・展示ブースが展

開しており、子供から大人までが楽しく防災知識を学べるように工夫がさ

れている。

③防災展…本庁舎１階にて「防災展」を開催。大阪北部地震では、家具等

の転倒による死傷者が多数出ており、日頃から家具等の転倒防止対策を実

施することが重要である。防災展では家具等の固定に関する展示もある。

◎避難所について

市では、災害時における市民及び観光客の安全確保に貢献することを目的

に、避難所情報提供アプリを運営する企業（ファーストメディア㈱）と「那

覇市避難所等の情報提供に関する協定」締結。那覇市民及び那覇市を訪れ

る観光客には、災害時用ナビゲーションアプリ「災害情報全国避難所ガイ

ド」をダウンロードしてもらい、災害時に現在地から最寄の避難場所を見

つけるための避難行動支援ツールとして活用してもらう。

① 福祉避難所…大規模災害時に乳幼児、妊産婦、高齢者等一般の避難所で

の生活に配慮が必要な方を受け入れる「福祉避難所」に関する協定を

② 津波避難ビル…市では国の一括交付金を活用して津波襲来時に市民、観

光客等が一時避難するための「那覇市津波避難ビル」を建設した。津波襲

来時は２４時間３６５日いつでも避難することができ、避難階は、原則３

階以上となっており、最大で２０００人を収容することが可能。また、車

椅子利用者等が避難しやすいよう避難スロープとなっている。

本市の防災計画改定案を考えるうえで、大変参考になりました。




